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問題は No1 と No2 を別々に回収すること。 

 

 

 
 
 
 
 
 



 

No1
 

No 氏名 

 
問題1 次のプログラムの①②③を答えなさい。”￥ｎ”は何を
するものか。                 

 
① ANS.[  8  ]② ANS.[ 9   ]③ANS.[ ＊   ] 
 
”￥ｎ”  ANS.[ 改行            ] 

 
 

 

 
 
 
①  ANS.[ 16 ]②  ANS.[ 24  ]③  ANS.[ 28  ] 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

1kaime no s  ANS.[  5   ]  
2kaime no s  ANS.[  11   ] 
1kaime no d  ANS.[  9   ]  
2kaime no d  ANS.[  6   ] 

 
 

問題４ 次のプログラムは、入力された得点が６０以上なら、
合格。それ未満なら 不合格 と出力するものである。プログラ
ム中の①②③を考えなさい。         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
①  ANS.[ ％ｄ ]② ANS.[ ten  ]③ ANS.[ 60   ] 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①  ANS.[ scanf  ] 
②  ANS.[ r*r   ]  ③ ANS.[ printf   ] 

 

回答欄に記入しなさい。 
 
 １からｎまでの数値の合計を求める考え方を次の手順で求
める。 
 ｎ＝１０なら 
 
S＝１＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＋９＋１０＝（ ① ） 
 
ここで次のように考える。 

１＋１０＝１１ 
２＋ ９＝１１ 
３＋ ８＝１１ 
４＋ ７＝１１ 
５＋ ６＝１１ 

左の部分は１～１０までの和 右側は１１のかたまりが５個 

ｎが２０なら 
 １＋２０＝２１       ８＋１３=21 
 ２＋１９＝２１               9+ 1 2 =21 
 ３＋１８＝２１             10+1 1 =21 
 ４＋１７＝２１  
 ５＋１６＝２１  
 ６＋１５＝２１ 

７＋１４＝２１ 

 
すなわち１～２０までの数値の合計は１＋( ② )を
（ ③ ）倍すれば求まる。すなわち合計は（ 210 ）。 
 
１～３０までの数値の合計は１＋（ ④ ）を１５倍すれば
求まる。すなわち合計は（ ⑤ ）。 
 
１～１００までの数値の合計は１＋（ ⑥ ）を（ ⑦ ）
倍すれば求まる。すなわち合計は５０５０。 
 
１～ｎまでの数値の合計は１＋（ ⑧ ）を（ ⑨ ）倍す
れば求まる。すなわち合計は（ ➉ ）の式となる。 
 
① 55 ② 20 ③ 10 ④ 30 

⑤ 465 ⑥ 100 ⑦ 50 ⑧ n 

⑨ n/2 ➉ n/2(1+n)     

 
以上の考え方より、１～ｎまでの数値の合計を、プログラム
で実行してみた。空欄を答えなさい。 
 

 
① &n 

② n 

③ %d 

④ n 

⑤ s 

 
   



 

 


